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第３回いじめを考える児童生徒委員会について 

 

子どもたちの願いが込められた「はだの子ども人権宣言」の実現を目指し、

いじめを生まない学級・学年・学校風土を創るために設置した、「いじめを考

える児童委員会」は、発足以来１５年目を迎えています。 

第３回委員会では、第２回に引き続きいじめを生まない学校づくりへ向け

た具体的な取組方法についての協議を行いました。 

 

１ 日 時  

令和４年８月１７日（水）※２部制で実施。 

１部  ９：００受付開始  ９：１５～１０：３０ 

（中学校区：西・本町・渋沢・北＝計１１校） 

２部 １０：４５受付開始 １１：００～１２：１５ 

      （中学校区：大根・鶴巻・南が丘・南・東＝計１１校） 

 

２ 会 場  

秦野市立堀川公民館 

 

３ 参加者   

（1）児童生徒委員   １部 １８名、２部 ２０名 

（2）教職員      １部 １３名、２部 １４名 

（4）教育委員会事務局 １０名 

（5）合計       ７５名 

 

４ 内 容 

第３回委員会は堀川公民館を会場として新型感染症対策を講じ、会場内の

密を避けるため２部制で委員会を行いました。 

冒頭に第２回の振り返りを行い、その後中学校区ごとの取組について具体

的な方法等を協議しました。本委員会も３回目を迎え、中学生が率先して司

会役を引き受け、意見を出しやすい雰囲気づくりをするなど、また、小学生

ものびのびと自分の意見を言うなど、温かい雰囲気で協議が進みました。中

学校区ごとの取組に向けた協議については次の表のとおりとなっています。 
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【中学校区ごとの具体的な取組に向けた協議内容】 

中学校区 協議内容 

本町 

・ダンスを踊る。 

（マツケンサンバを踊り動画で撮影し、みんなに見てもらう。） 

○マ…まとまる   ○ツ…つながる  ○ケ…健康第一 

○ン…みんな楽しく ○サ…最後まで  ○ン…のんな相談 

○バ…バイバイいじめ 

南 
・あいさつ運動時に小中学校共通のチェックカード、キャラク

ター作成。 

東 

・あいさつ運動。 

（小学生は中学校へ、中学生は小学校へ行きあいさつをする。） 

・相談箱の設置。 

・「ありがとう」を伝える動画作成。 

・ハッピーフレンドタイムの様子を東チューブで配信。 

北 

・ありがとうの木。 

（小中学生の双方向にメッセージを書いて渡し、給食中に放

送。中学生と小学生が関わる機会を作る。） 

大根 
・いじめ防止の共通したマーク（ピクトグラム等）を決め、名

札をつける。 

西 
・劇発表会。 

（いじめをテーマにした劇の動画を撮って昼食時に流す。） 

南が丘 ・中学校の様子（授業・行事）を動画に撮って流す。 

渋沢 

・小中学校間でクイズ。 

・紹介動画撮影。 

・学校体験。 

鶴巻 

・中学校で不安なこと、楽しみなこと、知りたいことのアンケ

ートを小学生にとる。３月のピアサポート時に小学生の疑問

に中学生が答える。中学校の紹介も行う。 

なお、第４回委員会は引き続き新型感染症対策をとりながら、１１月６日

（日）に秦野市立堀川公民館にて実施を予定しており、今年度取り組んでき

た中学校区ごとの活動や各校の取組について発表を行い、地域、保護者及び

学校の代表者に出席いただき、協議を行う予定です。 


